
令和７年 12 月１日 

 

真庭市議会議長  長 尾   修 様 

 

令和 7 年度 真庭市議会ざっくばらんに語ろう実施報告書 

 

報告者（班長）  黒川 愛 

 

開 催 

日 時 
令和７年(2025 年)10 月 29 日（水）16:30〜18:30 

開 催 

学 区 名 
八束小学校区 

会 場 名 勝山高校蒜山校地 三座館 

出 席 

議 員 

班 長  ： 黒川 愛              副班長  ： 庄司 史郎             

班 員  ： 伊藤 義則、田島 吉章、谷本 彰良、長尾 修 

参 加 

人 数 
       20 人   （うち議員６人） 

発 言 の 

種 類 
    発  言 の 内 容 会 場 で の 対 応 備 考 

意 見 三座館のWifi を改善して欲しい。部

屋によって電波が悪い場所がある。

中継器を増設してもらったが、改善さ

れていない。 

執行部に要望を伝える。 教育委員会

へ伝達 

意 見 都会からの移住者に手厚い支援が

ほしい。都会からの移住者が場所に

よっては関係をうまく築くことができず、

疎外感を感じている。住みやすい場

所の情報を教えてあげる支援体制が

あるといい。移住者が集まって協力し

て住める場所を建てるのもよい。今の

移住者の現況確認も必要かもしれ

ない。 

執行部に要望を伝える。 地 域 み ら い

創生課へ伝

達 

意 見 蒜山高校への通学路に街灯がなく

真っ暗で怖い。街灯を建ててほしい。 

街灯は基本的に自治会で設置する。それ

に対し、市が補助する。但し、自治会が関

係しない場所もある。その場合は市が設

置する。執行部に伝える。 

くらし安全課

へ伝達 

質 問 湯原温泉病院の職員を常に募集し

ているのはなぜか。 

病床の種類で違うが、病床数に応じ何人

の看護師が必要になるか変わる。欠員が

出る都度、募集をかけている。市内の病

院はどこも看護師不足で困っているのが現

状。 

済 

意 見 まにわくんの本数を増やしてほしい。

午前 10-正午、午後 4-5 時の便が

欠けている。10 月以降は午後６時

の便がなく、勝山方面から来た人は

午後５時の便で帰らなければならな

い。学校のスケジュールと合っておら

ず、多くの待ち時間が生じる。 

執行部に要望を伝える。 

 

くらし安全課

へ伝達 



意 見 道路整備が十分になされていない箇

所がある。 

 

市の道路整備は様々な制約があり十分で

はない。国の補助は作る時はつくが維持管

理ではつきにくいため予算が限られる。すぐ

直せるわけではないが、修繕が必要な場

所があれば学校の先生、蒜山振興局、議

員に伝えていただければ。特に、道路には

管轄があるため、わからない場合は蒜山振

興局に訪ねていただければ。 

済 

意 見 高速バスについて、岡山駅まで安価

な直行バスがあるとよい。 

バス会社の利権、陸運局の関係もあるた

めなかなか難しい部分がある。 

済 

意 見 高校生もまにわくん通学の手当てが

欲しい。 

執行部も同じ問題意識を持っている。要

望を伝えておく。 

教育委員会

へ伝達 

意 見 学校毎の体育館以外に公共の体育

館がほしい。 

 

学校の公共施設を共有していこうという流

れがある。要望は伝える。 

教育委員会

へ伝達 

意 見 高原線は眺望がよいが近くにトイレが

ない。トイレが欲しい。 

 

トイレ開放については、北部火葬場ではト

イレ開放をしている例がある。要望は伝え

る。 

産業政策課

へ伝達 

意 見 三座館の運営が複雑。困り事がある

時に岡山県、真庭市等どこに相談す

ればいいのかわかりずらい。 

教育委員会に意見を伝える。 教育委員会

へ伝達 

意 見 戦争遺跡に駐車場がない。戦争遺

跡に駐車場・看板等周辺整備をお

願いしたい。 

個人の私有地についてはなんとも言えない

が、要望として執行部に伝える。 

生 涯 学 習

課、蒜山振

興局に伝達 

意 見 学習交流センターを開ける時間を早

めてほしい。通常午後５時 30 分に

開放されるが、時間を潰さないといけ

ないのでもっと早く開けてほしい。 

先生より以下の補足あり。教員の勤務体

系の関係で早くあけることが難しい。入寮

時にその点は了承いただいている。専用の

舎監がいれば対応はできなくないと思われ

る。 

教育委員会

に伝達 

意 見 三座館の門限が早い(午後７時)。

門限を伸ばして欲しい。 

先生より以下の補足あり。安全配慮上の

観点から 19 時としている。 

教育委員会

に伝達 

意 見 三座館の庭を活用したい。庭の空き

スペースに作物(さつまいも)等を栽培

したい。 

先生より以下の補足あり。県の土地である

ため活用は難しいかもしれない。 

教育委員会

に伝達 

意 見 蒜山校地にも給食が欲しい。週２

回、地元スーパーが販売に来ている

が、寮生は昼食の確保が難しい部

分がある。市内高校の魅力化のため

にも給食にしてもらえればありがたい。

できれば無償化を検討いただきたい。

なお、酪農大学校との連携は月木の

夜だけでそのたびに職員がとりに行っ

ている。 

教育委員会に意見を伝える。 教育委員会

に伝達 

意 見 学校にエアコンをつけてほしい。 教育委員会に意見を伝える。 教育委員会

に伝達 

意 見 学校の自販機を増やしてほしい。 先生より以下の補足あり。 

業者が来た際に直接要望を伝えること。 

済 



意 見 空き家、使わない家・土地を有効活

用してほしい。 

執行部も空き家調査を行って利活用の取

り組みを進めているところ。 

交流定住センター(久世)で空き家の管

理・活用に取り組んでいるため、これという

場所があれば、情報を寄せていただきた

い。 

但し、市全体で空き家活用の仕組みが有

効に働いているかといえばそうでない。市全

体で機能する仕組みにしていかなければな

らないので問題提起はありがたい。 

地 域 み ら い

創生課、まち

づくり推進課

へ伝達 

意 見 バイト可能な場所が欲しい。高校生

だと深夜等労働基準に違反すること

もあるので条件に合う選択肢が欲し

い。 

執行部に意見を伝える。 産業政策課

へ伝達 

意 見 娯楽施設がほしい。 企業誘致・産業振興に関わる話。執行部

に意見を伝える。 

産業政策課

へ伝達 

意 見 観光客が増えるような場所がほし

い。ジャージーランドのような集客施

設をもっと増やしてほしい。 

執行部に意見を伝える。 産業政策課

へ伝達 

意 見 自然あふれる蒜山を作ってほしい。

太陽光も環境破壊等様々なリスクも

あるため最新の注意をはらってほし

い。 

太田市政は蒜山において一早く太陽光等

規制に取り組んでいる。執行部に意見を

伝える。 

環境課、まち

づくり推進課

へ伝達 

質 問 蒜山の人工林について、今後の保全

策について伺いたい。 

自然林、経済林、人工林のバランスが大

切。国から森林環境譲与税が年間 2 億

程度入ってきている。そうした財源を有効

活用しつつ、バランスの良い管理ができるよ

う調査を進めているところ。 

済 

質 問 国道から北部火葬場に向かう道沿

いの松が松くい虫にやられている。対

応は市か県か。 

県の補助事業があるので確認をいただきた

い。 

済 

 

  



令和７年 12 月１日 

 

真庭市議会議長  長 尾   修 様 

 

令和 7 年度 真庭市議会ざっくばらんに語ろう実施報告書 

 

報告者（班長）  黒川 愛 

 

開 催 

日 時 
令和７年(2025 年) 11 月 8 日（土）18:30〜20:30 

開 催 

学 区 名 
北房小学校区(旧水田小学校区) 

会 場 名 湯川公会堂 

出 席 

議 員 

班 長  ： 黒川 愛              副班長  ： 庄司 史郎             

班 員  ： 伊藤 義則、田島 吉章、谷本 彰良、長尾 修 

参 加 

人 数 
       15 人   （うち議員６人） 

発 言 の 

種 類 
    発  言 の 内 容 会 場 で の 対 応 備 考 

意 見 この地域には、年寄りばかりで若者

がいない。家を継ぐ人もいない。 

 

 

全国的問題であるが、本市は昨年、総合

計画を更新し、若者、特に女性に対して注

力する施策を打ち出して取り組みを進めて

いるところ。戻ってきたくても仕事が限られる

か、都市部に比べて給与水準が低いことが

多い。農業であればスマート農業等時代に

即した雇用の創出やテレワーク等新たな働

き方など、田舎でも若者のニーズを満たせる

雇用の創出やライフスタイル提案ができるよ

う努めていきたい。 

なお、北房は、ブドウ栽培の関連で人口の

社会増が見られる。 

また、成功例として、蒜山の中和地区があ

る。同地では、えがお商店という団体を立ち

上げ、移住の受け入れに力を入れてきてお

り、現在、保育園の園児の 10 人のうちの 8

人が移住者であり、都心のうなぎ屋の移住

なども見られ参考になる。 

済 

質 問 消防団員の減少にどのように対処

するか。 

市の消防団では、部の統合による広域対

応を進めている。OB に助力いいただく、安

心安全以外のことをやらないなどの対応して

いる地域もある。自治会毎に自主防災組

織で最低限の訓練をやっているところもあ

る。なお、北房では、消防の訓練が暗黙知

で伝承されているところを動画などで型式知

化するといった対応を進めている。いずれにせ

よ、執行部に伝える。 

危機管理課

へ伝達 

質 問 蒜山にばかりに投資されている。北

房にも投資して欲しい。北房には

議員がなぜ増えないのか。 

議員も地区推薦がなくなり、真庭全体で議

員を選ぶようになってきている。地区推薦も

ないのでどの議員でも頼っていただければ。 

蒜山は観光地としては圧倒的であるため、

一定の集中投資は致し方ない。ただ、同じ

税負担をして、同じように市民として暮らして

済 



いるのに、あまりに偏りがありすぎるのも問

題。偏りすぎないよう、是正を促していく。 

質 問 旧水田小学校跡地にガラス・プラス

チック等鋭利な破片が散らばってい

て危険。グランドの整備はどこがする

のか 

市の財産であれば市に管理義務があるの

で、執行部に伝える。 

財産活用課

に伝達 

質 問 生ごみ分別で焼却ごみは減った

か。焼却施設の集約以前に生ごみ

分別収集で人件費が下がっていな

い気がするがどうか。焼却炉は一日

中稼働しているのか。 

未だ正確なデータが出てきていないが、確実

に減ってはいると思われる。焼却ごみは焼却

灰が出るので最終処分場に運搬するコスト

が生じる。その点は生ごみ分別で下げること

ができる。トータルコストはデータが出てこない

と判断できないが、焼却炉を集約し、生ごみ

分別で焼却灰の処理費用を下げつつ液肥

という副産物で農地還元するというのは悪い

考えではないと思う。なお、焼却施設集約で

も 24 時間は燃やしていない。 

済 

質 問 焼却灰の運搬・処理はいつまで続

くのか 

時期は明言できないが、遠方への運搬には

費用がかかる上、他自治体に処理を押し付

けるというのは好ましくない。市は市内で最

終処分場を探しているところ。 

済 

質 問 焼却灰の利活用はできないのか 基本は埋め立てであるが、建材利用等再

資源化は検討の余地がある。 

環境課へ伝

達 

意 見 通学に利用するバス停を変更して

ほしい。現行のジャンクションのところ

にあるバス停は危険。元あった場所

(高速道路下)に移動して欲しい。 

自治会長名で北房振興局に要望を出され

たい。 

 

済 

意 見 コスモスクリーンセンターについて、今

後、中継施設として継続するならき

ちんと整備いただきたい。 

執行部に意見を伝える。 

 

環境課へ伝

達 

質 問 デマンドバスの利用について、状況

を伺いたい。 

来年から北房地域は実証に入る。 済 

質 問 市補助がなくなり障がい者団体・シ

ニアクラブ等が解散した。時代に逆

行しているのではないか。 

 

 

市が、「各団体が独立して事務処理をすべ

き」という考えを示し、社会福祉協議会への

事務費分の補助金を打ち切ったため、社会

福祉協議会から当該団体等団体に事務

分の補助がでなくなった。これにより、事務を

自前で処理ができない数団体か解散するこ

とになったという経緯がある。残念である。コ

ストカットするにも他にあると思う。 

済 

意 見 若者がもっと米作りをできるようにし

てもらいたい。 

市は、農業支援サービス事業体により中山

間地域直接支払いの手続きを援け、農地

維持を支援する取り組みをはじめようとして

いる。 

済 

意 見 ガソリンスタンド存続のため、地下タ

ンクの維持に補助金を出したらどう

か。 

執行部に意見を伝える。 産業政策課

へ伝達 



意 見 道路整備が行き届いていない。ま

た、国道のガードレールの下の草刈

りについてはどこに言えばよいか。 

 

国県市道は国県市で、それ以外は受益者

で修繕いただくのが原則。受益者に対する

補助は、一定の受益者負担は発生する

が、公共性のあるもの(２名以上の利用が

ある場合)は機器借り上げ、材料費等補助

が あ る 。 草 刈 り の 不 行 届 き も 市 道 は

12,000ｋｍあり管理が難しい。国道のガ

ードレール下は県の管轄だが、北房振興局

に言えば取りつなぎをしてもらえる。 

済 

意 見 イノシシ・鹿の被害が年々ひどくなっ

ている。また、電気柵の補助金申

請に行ったところ、1 週間〜10 日

かかるといわれた。野生動物は待っ

てくれない。何とかならないのか。 

市は有害鳥獣駆除に積極的である。ジビエ

に鹿肉を活用し、年間 1,000 頭を超える

数を駆除しているが、シカは繁殖力が強くて

なかなか減らない。猟師の数も減っているな

ど課題も多い。なお、有害鳥獣駆除はあくま

でボランティアであるため、その点はご理解い

ただきたい。 

イノシシについては、電気柵が有効である

が、補助申請にあたって内部の決裁を経る

必要があり短期での交付は難しい場合があ

る。要望は伝える。なお、早い者勝ちという

あり方の是正も合わせて要望しておく。 

農業振興課

に伝達 

質 問 真庭市の財政が危ないと聞いた。

また、JR 株式の購入について、状

況を伺いたい。 

真庭市の財政状況は、数値を見る限り総じ

て健全である。 

JR 株式の購入については、物言う株主とい

う目的からは逸れているようにも思うが、姫

新線存続に向けた問題提起として一石を

投じるという意味では効果があったと思う。リ

スクがあるものに血税で投資をするのはまか

りならないが、現状では資産価値が向上し、

配当金や平和学習への株主優待券活用

などもされているところ 

済 

 

  



令和７年 12 月１日 

 

真庭市議会議長  長 尾   修 様 

 

令和 7 年度 真庭市議会ざっくばらんに語ろう実施報告書 

 

報告者（班長）  黒川 愛 

 

開 催 

日 時 
令和７年(2025 年) 11 月 16 日（日）13:30〜15:30 

開 催 

学 区 名 
余野小学校区 

会 場 名 余野 なつつばき 

出 席 

議 員 

班 長  ： 黒川 愛              副班長  ： 庄司 史郎             

班 員  ： 伊藤 義則、田島 吉章、谷本 彰良、長尾 修 

参 加 

人 数 
       12 人   （うち議員６人） 

発 言 の 

種 類 
    発  言 の 内 容 会 場 で の 対 応 備 考 

意 見 職員数の適正化について、非正規

に依存する構造となり、正職員に

負担集中しているのは問題。ただ、

他自治体に比べ、人口比の観点

からは職員数が多く感じる。おそら

く、人口に対して面積が広い自治

体ということで地域特性ということを

言われるのであろうが、方向性は示

されたい。 

  

定員適正化については計画がある。定員適

正化は都市計画を前提に検討を進めること

が必要。 

特に、広域合併で出先機関が多いという経

緯を配慮いただきたい。太田市政は、ネット

ワーク型コンパクトシティを目指し、地域の多

様性を尊重する政策を推進している。但し、

執行部も出張所廃止等、地域の理解を得

ながら人件費削減を進めているところ。 

本市は、広域合併で各地域に施設が多く

残り、行政効率が悪い。各地の施設を削減

すれば、人件費も削減できるが市民サービ

ス低下につながるため慎重に検討が必要と

考える。 

なお、定員適正化計画については、科学的

な定員管理（生産性分析・外部専門家

導入等）という面で検討の余地はある。 

いずれにせよ、執行部には伝える。 

議員定数については、人口比を目安に議員

定数を申し合わせることとしている(概ね

2,000 人に対し議員 1 人程度)。今後、人

口が減っていくと議員定数を見直していく。 

総務課へ伝

達 

意 見 総社市のような農業振興の仕組み

の検討をしてほしい。地震は必ず

来る。地震がきたらどうするのか。食

料問題をもっと真剣に考えるべきで

ないか。総社では 1 反 12 万で管

理してくれる仕組みを作っている。

農業支援の団体を立ち上げたとい

うが、そういった方向性を打ちだした

らどうか。 

真庭市においては、総社の仕組みでは採算

がとれないので、そのままでは難しいと思う。

現行、無償で貸し出す仕組みはある。そも

そも県南の大区画の田んぼとは作業効率が

違うのでその点はご理解いただきたい。畔の

草刈りや水路管理等工数も全く違う。受け

手もなかなかいないという難しさがある。米の

価格も、儲けを出せる水準にならないと以前

の単価に戻るようでは厳しいと思われる。 

なお、これからは営農法人による共同運営

形態で機械のシェアリングやスマート農業等

済 



による効率化を進めていくのが一般的になる

と考えている。 

意 見 保育園・子育て支援について、子

育て支援課はこども園からどのよう

に意見を収集する仕組みをもってい

るのか。年一回の監査以上のもの

がほしい。保護者懇談会にも参加

していないようで、もっと保護者の意

見を聞く努力をしてほしい。 

 

 

星のこども園については、職員数が足らず定

員 120 人に対し 91 人しか入所できていな

い。子育て支援課より問い合わせや保護者

にアンケートを行ったと聞いている。 

保護者の声を聴く場を市はなかなか持てて

いない。こども子育て会議という場を設けて

いるが、課題が多すぎて声を聴く時間がとれ

ていない。現場の職員も学童も多忙で意見

を聞ける状況にない。外部の人を雇って保

育園を廻ってもらうというのも難しい部分があ

る。難しい状況ではあるが、保護者の意見

を聞けないことが人口流出につながる可能

性があるため、声を聴く努力は引き続き求め

ていく。 

保護者の意見をもっと聞き取くべきという意

見は執行部に伝える。 

子育て支援

課へ伝達 

意 見 公立高校の今後の指針と現状はど

うなっているのか。私立高校無償化

を見越し私立と戦えるよう県教育

委も努力してほしい。 

県立高校は県の管轄であるため、立ち入れ

ない部分がある。高校再編・魅力化で議論

をしているが現状、具体的な中身が見えて

いない状況。引き続き注視していく。 

済 

意 見 市の図書室に絵を飾るとどうか。図

書室に絵を飾ると短時間見るだけ

で血圧が下がるという。 

市立図書館では現状も絵を飾っている場所

が多い。 

済 

意 見 地域資源のブランド化について。山

中一揆ゆかりの弥次郎嶽等を観

光スポット化してはどうか。聖嶽もあ

り、神庭と聖でブランド化できるので

はないか。 

執行部に伝える。 産業政策課

へ伝達 

意 見 日本の宗教教育は不十分であり、

統一教会問題も引き起こされた。

真庭で全国に先駆けて宗教を学べ

るようにできないか。 

 

 

近年、新宗教により社会的に弊害が生じる

ような事案があったことは事実。戦後宗教教

育がタブーとされたことに一因があると言えば

そうかもしれない。但し、政教分離で行政に

は立ち入れない部分がある。一般論として、

中立性を保ちつつ伝統や歴史的な部分に

ついて学ぶことは不可能ではないと思われる

ため、執行部に要望は伝える。 

教育委員会

へ伝達 

意 見 県北医療体制の不足について、同

じ保険料を払って県北・県南で医

療体制に差があるのは問題と感じ

ている。 

医師配置は県の責任。市は同様の認識を

もって県に働きかけを行っているところ。 

済 

 


